
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設 第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

－　－ －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 36,720,000 37,800,000 37,800,000 37,800,000 150,120,000 150,120,000

0 0 36,720,000 40,680,000 36,720,000 31,380,000 145,500,000 145,500,000

0 0 34,050,000 31,500,000 30,990,000 32,370,000 128,910,000 128,910,000

0 0 0 0 0 0 0 36,720,000 37,800,000 37,800,000 37,800,000 150,120,000 150,120,000

0 0 0 0 0 0 0 36,720,000 40,680,000 36,720,000 31,380,000 145,500,000 145,500,000

0 0 0 0 0 0 0 34,050,000 31,500,000 30,990,000 32,370,000 128,910,000 128,910,000

貸付人数が当初
予定を下回った
ことにより減額

助産師学資金貸
付制度の利用者
無しによる減額

看護師の修学資
金貸付制度の利
用者減による減
額

看護師の修学資
金貸付制度の利
用者減による減
額

実績との比較
（増減理由）

3年生　25名
2年生　23名
1年生　30名
助産師　2名

平成30年度より
助産師学資金貸
付制度の開始に
より増額

修学資金貸付制
度の利用者減に
よる減額

修学資金貸付制
度の利用者減に
よる減額

3年生　33名
2年生　35名
1年生　35名
助産師　2名

3年生　30名
2年生　29名
1年生　32名
助産師　2名

3年生　32名
2年生　35名
1年生　35名

前年度予算と
の比較

（増減理由）

事業費予算の
内容

予算計上額 0

実　績　額 0

実　績　額

事 業 費 合計 計　画　額 0

一 般 財 源 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

そ の 他 計　画　額

(26年度)

実　績　額

予算計上額

地 方 債 計　画　額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

予算計上額

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

道 費 計　画　額

平成28年度から、貸与した期間を勤めれば返済免除となる新制度を開始し、看護師の確保を図る。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

「医療を核としたまちづくり」として将来砂川市立病院で看護師として従事しようとする者に対し、知識と技能の習得に必要な資
金（修学資金）を貸付け、優秀な人材の確保を目的とする。

養成施設の在学者に対し、卒業後に砂川市立病院で勤務することを条件に、就学に必要な資金を貸与し、卒業生の市内就
業の促進を図る。（貸与した期間勤めれば、返済免除とする）

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

将来砂川市立病院に勤務を希望する看護師養成施設の在学者。
修学資金の有効な活用により、看護師のＩ・Ｕ・Ｊターン促進による地元密着を図り、地域医療体制の充実はもとより人
口減少の一助とする。

事業性質区分 新規・継続 2－6－2 市立病院管理課職員係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 看護師確保事業（看護学生修学資金貸与事業） 平成　28　年度　～　　　―　年度



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 30 30 30 30

実績値 30 34 38 23

計画値 30 30 30 30

実績値 28 19 19 14

達成されている

変わらない

少し上がっている

総合評価 良好である

自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析：
計画値に対し就
業者の実績は届
かなかったもの
の、看護職員は
概ね確保されて
いる状況。卒業
生の市内就業促
進対策・人口減
少対策の一助と
して有用。

自己分析：
計画値に対し就
業者の実績は届
かなかったもの
の、助産師を除
く看護師は概ね
確保された状
況。卒業生の市
内就業促進対
策・人口減少対
策の一助として
有用

自己分析：
計画値に対し就
業者の実績は届
かなかったもの
の、助産師を除
く看護師は概ね
確保された状
況。卒業生の市
内就業促進対
策・人口減少対
策の一助として
有用。助産師修
学資金貸与制度
の了解しまし
た。利用者がお
り、来年度以降
は助産師の確保
が期待できる。

自己分析：
退職者数が減少
しており、計画
値に対し就業者
の実績は届かな
かったものの、
助産師及び看護
師は概ね確保さ
れた状況。卒業
生の市内就業促
進対策・人口減
少対策の一助と
して有用。助産
師修学資金貸与
制度の利用者が
おり、助産師確
保の一助として
も有用。

判断理由：
修学資金貸付制
度の利用者自体
は減少傾向にあ
るものの、制度
を利用した看護
師が離職せず定
着してきている
ことから、看護
職員確保対策と
しての目標を達
成する一助とし
て有用。

今後の方向性 現状のまま継続

H30：
一定の成果が出ていることにより、今後においても継続する事業と考える。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25： H28：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/人）

成果指標１
（単位/人）

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：砂川市立病院への就業者数 指標の求め方：修学資金貸与者の砂川市立病院への就業者数

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：修学資金貸与者数 指標の求め方：3年生修学資金貸与者



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設外 第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

－　－ －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

実績との比較
（増減理由）

前年度予算と
の比較

（増減理由）

事業費予算の
内容

予算計上額 0

実　績　額 0

実　績　額

事 業 費 合計 計　画　額 0

一 般 財 源 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

そ の 他 計　画　額

(26年度)

実　績　額

予算計上額

地 方 債 計　画　額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

予算計上額

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

道 費 計　画　額

北海道が策定した自治体病院等広域化・連携構想に基づき作成された中空知地域行動計画及び中空知定住自立圏構想に位置づけられており、平成26年12月26日に中空知6自治体病院で設立された中空知医療連携協議会において正式にネット
ワークシステムの構築について決定された。その後、内容等について協議し、平成27年度にシステム構築、平成28年7月1日よりシステム稼動となる。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

中空知地域内の関係機関が、それぞれの医療情報を共有することにより、良質で効率的な医療を提供出来る地域医療連携を推進す
る。

インターネットを通じて、紹介・逆紹介患者の医療情報（投薬・注射・検査・Ｘ線等患者のカルテ情報）を共有できるよ
うする。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

中空知２次医療圏の自治体病院（砂川市立病院、滝川市立病院、市立芦別病院、あかびら市立病院、歌志内市立病院、
奈井江町立国民健康保険病院）

ネットワークでつながることにより、施設間をまたいだ患者情報共有が可能となり、紹介・逆紹介時や救急時の情報共有をシーム
レスに行うことが出来るようになる。必要時に病院で保管している患者さんの医療情報を参照し、診療に活用することや、救急搬
送された患者さんの他院の診療情報を参照することで、救急時の診断に役立てること、他病院へ紹介・逆紹介した患者さんの入院
経過の詳細把握や、退院後の継続的医療への活用ができ、患者の立場に立った地域完結型医療が提供できる。

事業性質区分 新規・継続 2－6－2 市立病院地域医療連携課地域医療連携係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 中空知医療連携ネットワーク事業 平成　28　年度　～　　　―　年度



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 6 6 6 6

実績値 6 6 6 6

計画値 360 360 360 360

実績値 874 1666 1607 1638

達成されている

上がっている

上がっている

総合評価 極めて良好である

自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析：
登録患者数は計
画値を上回り、
順調に増加して
いる。

自己分析：
登録患者数は計
画値を上回り、
順調に増加して
いる。

自己分析：
登録患者数は計
画地を上回り、
順調に増加して
いる。

自己分析：
登録患者数は計
画地を上回り、
順調に増加して
いる。

判断理由：
登録患者数は計
画値を上回り、
順調に造いあし
ている。

今後の方向性 現状のまま継続

H30：
　ネットワークシステムを利用することにより、紹介・逆紹介時や救急搬送時に迅速に的確な情報収集
することが可能となった。今後も登録患者数を増やしていく。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25： H28：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/件）

成果指標１
（単位/人）

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：登録患者数（同意取得患者数） 指標の求め方：年間実登録患者数（同意取得患者数）

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：連携自治体病院数 指標の求め方：年度末連携自治体病院数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

新規 建設・建設外 建設外 第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

－　－ －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 2,295,000 2,295,000 2,295,000 2,295,000 9,180,000 9,180,000

0 0 2,295,000 2,295,000 2,295,000 2,295,000 9,180,000 9,180,000

0 0 0 0 2,294,088 2,294,088 4,588,176 4,588,176

0 0 0 0 0 0 0 2,295,000 2,295,000 2,295,000 2,295,000 9,180,000 9,180,000

0 0 0 0 0 0 0 2,295,000 2,295,000 2,295,000 2,295,000 9,180,000 9,180,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,294,088 2,294,088 4,588,176 4,588,176

前年度同額 前年度同額 前年度同額

実績との比較
（増減理由）

システム保守料システム保守料 システム保守料システム保守料

前年度予算と
の比較

（増減理由）

事業費予算の
内容

予算計上額 0

実　績　額 0

実　績　額

事 業 費 合計 計　画　額 0

一 般 財 源 計　画　額

予算計上額

予算計上額

実　績　額

実　績　額

そ の 他 計　画　額

(26年度)

実　績　額

予算計上額

地 方 債 計　画　額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

予算計上額

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

道 費 計　画　額

病院完結型で行われていた診療から地域の診療所や回復期の医療機関、介護保険事業所・施設など、地域で患者を支え合う地域完結型医療へと変化しており、在宅医療・介護の連携が重要であるとともに、限られた人材や社会資源を有効に活
用することが求められている。このような背景から、各医療機関の情報をICTを活用し、シームレスに連携する地域医療ネットワークの必要性が高まり、平成26年度に市内の医療機関・介護保険事業所等が参加し地域包括ケアネットワークシ
ステムを構築、平成27年11月より稼動した。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計

目的
(何のために実施する
のか）

介護・医療・予防・住まい・生活支援を切れ目なく一体的に提供する地域包括ケアシステムを構築するため、ICTを利用し、市立
病院の医療情報などを市内の医療機関及び介護事業所等で共有し、在宅医療・介護連携の推進を図る。

市立病院の医療情報（患者の投薬・注射・検査・Ｘ線等のカルテ情報）を、インターネットを通じて共有できるようす
る。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市内の病院、診療所、歯科診療所、調剤薬局、訪問看護ステーション、介護保険施設、介護事業所、市、ふれあいセン
ター及び消防署

病病連携、病診連携のほか、介護事業所や保健センターなどの行政機関と円滑な連携関係を構築することにより、患者、利用者の
QOLの向上につながるとともに、市民が住み慣れた地域で安心して生活できる地域社会の実現が図られる。

事業性質区分 新規・継続 2－6－2 市立病院地域医療連携課地域医療連携係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 砂川市地域包括ケアネットワーク事業 平成　27　年度　～　　　―　年度



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 42 42 42 42

実績値 52 53 52 52

計画値 10,000 10,000 10,000 10,000

実績値 15,745 17,845 21,866 25,198

達成されている

上がっている

少し上がっている

総合評価 良好である

自己分析： 自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析： 自己分析： 判断理由： 自己分析：
参加施設数、参
照件数ともに計
画値を上回って
いる。

自己分析：
参加施設数、参
照件数ともに計
画値を上回って
いる。

自己分析：
参加施設数、参
照件数ともに計
画値を上回って
いる。

自己分析：
参加施設数、参
照件数ともに計
画値を上回って
いる。

判断理由：
参加施設数、参
照件数ともに計
画値を上回って
いる。

今後の方向性 現状のまま継続

H30：
　目標値は達成しているが、事業所により参照件数が大きく異なる現状から、参照件数の少ない事業所
が参照利用するよう取り組みを進める。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25： H28：

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/箇所）

成果指標１
(単位/件/年)

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：参照件数 指標の求め方：件／年

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：ネットワーク参加施設数 指標の求め方：年度末参加施設数



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外 第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

目的
(何のために実施する
のか）

インターネットを利用して効率よく患者データの閲覧を可能にし、迅速で無駄のない連携を目指すためにネットワーク
システムを構築・拡充する。

当院と契約を交わした医療機関が、インターネットを通じて、紹介・逆紹介した患者の投薬・注射・検査・X線等患者情
報を共有できるようする。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

中空知管内等医療機関
迅速に患者データを確認でき、患者も地元医療機関において結果を具体的に説明を受けることができる。
重複検査など無駄な医療費が減る。
かかりつけ医など地域の医療機関の役割分担が出来る。

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 地域医療連携ネットワークシステム拡充事業 平成　20　年度　～　　　　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－6－2 市立病院地域医療連携課

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

H20年度中空知管内医療機関10病院と連携開始。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

計　画　額

予算計上額

国 費

実　績　額

予算計上額

実　績　額

道 費 計　画　額

地 方 債 計　画　額

事 業 費 合計 計　画　額 0

実　績　額

予算計上額

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

実　績　額

0

一 般 財 源 計　画　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

予算計上額

実　績　額 0

事業費予算の
内容

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

実績との比較
（増減理由）

予算計上額



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 12 14 16 20 22 24 26 28 30

実績値 10 10 10 10 10 33 10 10 10

計画値 5,100 5,150 5,200 5,300 5,350 5,400 5,450 5,500 5,500

実績値 5,254 5,396 6,224 6,286 6,324 6,460 7,136 7,456 6,607

ほぼ達成されている ほぼ達成されている ほぼ達成されている

少し上がっている 少し上がっている 上がっている

少し上がっている 少し上がっている 少し上がっている

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
ネットワーク参
加病院が現状維
持であった。宣
伝広報活動を強
化する。

自己分析：
ネットワーク参
加については、
医療圏内での広
報周知及び訪問
による参加要請
などを実施し
た。紹介数につ
いては、情報の
共有を強化して
いることから増
加傾向にある。

自己分析：
ネットワーク参
加数の拡充を図
り、参加要請と
説明を実施して
いるが、現状の
ままとなった。
紹介数について
は、医療機関と
の情報共有を積
極的に強化して
いることから、
増加している。

判断理由：
ネットワーク参
加に関しては、
連携先の諸事情
があるため、簡
単には増えない
状況にあるが、
今後も粘り強く
周知活動等を推
進していく。ま
た、紹介に関し
ても、逆紹介の
強化も並行して
実施する必要が
ある。

自己分析：
ネットワーク参
加数について
は、新たなネッ
トワークシステ
ムを構築してい
るため現状のま
まとなった。紹
介に関しては、
医療機関と情報
共有を強化して
いるが、前年度
と比較すると若
干減少してい
る。ただし、計
画値と比べると
増加している。

自己分析：
ネットワーク参
加数について
は、新たなネッ
トワークシステ
ムを構築したた
め現状のままと
なった。紹介に
関しては、医療
機関と情報共有
を強化している
ことから前年度
と比較すると若
干増加してお
り、計画値と比
べても増加して
いる。

判断理由：
現在、市内の医療機
関等とはICTを活用
し情報共有ができる
ようになっており、
H28年度には中空知
の自治体病院と情報
共有が可能となる。
今後、それらを利用
し新たなネットワー
クシステムを構築す
る予定であるため、
現状のシステム参加
数は増加せず、新た
なシステムの参加数
を拡大していく。ま
た、紹介患者につい
ては、システムの利
用やかかりつけ医の
促進などにより、今
後も増加させる必要
がある。

自己分析：
ネットワーク参
加数について
は、主に中空知
の医療機関の参
加を募集し、大
幅に増加となっ
た。紹介件数も
それに伴い、情
報共有を強化し
ていることから
増加している。

自己分析：
ネットワーク参
加数について
は、新たなネッ
トワークシステ
ムを構築したた
め現状のままと
なった。紹介に
関しては、医療
機関と情報共有
を強化している
ことから前年度
と比較すると若
干増加してお
り、計画値と比
べても増加して
いる。

自己分析：
ネットワーク参
加数について
は、新たなネッ
トワークシステ
ムを構築したた
め現状のままと
なった。紹介に
関しては、医療
機関と情報共有
を強化している
ことから前年度
と比較すると若
干増加してお
り、計画値と比
べても増加して
いる。

自己分析：
ネットワーク参
加数について
は、新たなネッ
トワークシステ
ムを構築したた
め現状のままと
なった。紹介に
関しては、コロ
ナの影響で患者
数が減少したこ
とで前年度と比
較すると減少し
たが、計画値は
上回った。

判断理由：
ネットワーク参
加数について
は、新たなネッ
トワークシステ
ムを構築したた
め現状のままと
なった。紹介に
関しては、医療
機関と情報共有
を強化している
ことから前年度
と比較すると若
干増加してお
り、計画値と比
べても増加して
いる。

今後の方向性 拡大 手段の見直し 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：ネットワーク参加施設数 指標の求め方：年度末参加施設数

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：紹介件数 指標の求め方：紹介件数

6,410

5,250

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

活動指標１
(単位/箇所/延)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

成果指標１
(単位/件/延　)

18

10

H25：

　地域医療のネットワーク拡大については、各関係団体の協力が不
可欠であることから、今後も地域医療の拠点病院としての役割とし
て積極的に携わっていくことが重要である。

H28：
市内の医療機関等とは、ICTを活用し情報共有ができるようになって
おり、H28年7月1日には中空知の自治体病院と情報共有が可能なネッ
トワークシステムが稼動する。今後、市内及び中空知地域における
ネットワークシステムを拡充し、地域包括ケアシステムを構築する
ことが重要である。

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

H30：
　紹介件数を増やすためにも、今後もネットワーク参加医療機関数を増やしていく取り組みを継続す
る。

自己分析：
ネットワーク参
加数の拡充を図
り、参加要請と
説明を実施して
いるが、現状の
ままとなった。
紹介数について
は、医療機関と
の情報共有を積
極的に強化して
いることから増
加している。新
たなネットワー
クシステム構築
に向けて医師
会、薬剤師会、
福祉会等の連携
機関と協議中で
ある



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外 第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 1,166,000 1,166,000 1,166,000 1,166,000 4,664,000 4,664,000

76,000 76,000 1,005,000 1,166,000 2,249,000 1,166,000 464,000 464,000 472,000 2,566,000 4,891,000

1,390,200 75,600 1,465,800 820,800 1,146,120 4,636,680 463,200 463,320 467,610 471,900 1,866,030 7,968,510

0 0 0 0 0 0 0 1,166,000 1,166,000 1,166,000 1,166,000 4,664,000 4,664,000

0 0 76,000 76,000 1,005,000 1,166,000 2,249,000 1,166,000 464,000 464,000 472,000 2,566,000 4,891,000

0 1,390,200 75,600 1,465,800 820,800 1,146,120 4,636,680 463,200 463,320 467,610 471,900 1,866,030 7,968,510

HP管理委託472
千円

HP管理委託464
千円

新規・継続 2－6－3 市立病院経営企画課企画係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 ホームページ管理事業 平成　14　年度　～　　　―　年度

事業性質区分

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

目的
(何のために実施する
のか）

当院の総合案内情報、医療情報、取組み情報、などを発信し、患者さまに選ばれる病院を目指すとともに、患者サービ
スの向上を図り、患者さまとの情報共有を進めることのより、良質の医療・安心と信頼の医療を提供する。

院内の各種情報を集約し、ホームページに掲載し、広く情報を提供する

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

ホームページにアクセスできる環境にある人
当院の総合案内情報、医療情報、取組み情報、などを発信することにより、閲覧者が受診先を選択する際の参考となり、
患者さまに選ばれる病院となることが出来る。また、様々な情報を発信することにより、閲覧者と情報共有することがで
き、身近で開かれた病院となることが出来る。

第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

計　画　額

実　績　額

国 費

予算計上額

道 費 計　画　額

地 方 債

予算計上額

実　績　額

実　績　額

一 般 財 源

そ の 他

実　績　額

予算計上額

計　画　額

予算計上額

事 業 費 合計

実　績　額

計　画　額

HP管理委託464
千円、HP改修業
務委託702千円

ほぼ予算どおり
の執行

HPの改修を実施
しなかったこと
による減

予算額どおりの
執行

コンテンツの追加
等により配置の統
一性に欠けたため
リニューアルを
行った

PR動画2本分の
制作費程度の予
算増

予算額は消費税
の3％アップ分
が増となった

HP管理業者変更
による新規コン
テンツ作成費用
計上のため増額

HP管理委託業者
による新規コン
テンツ作成及び
更新支援業務

HP管理委託業者
による新規コン
テンツ作成及び
更新支援業務

2,669,760

実績との比較
（増減理由）

予算計上額

事業費予算の
内容

実　績　額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

78,000

78,000

HP更新サポート
の委託月2回程度
とソフトウェア
操作及び質疑対
応

ＨＰ更新ソフトサ
ポートの委託（月
2回の複雑なコン
テンツの更新）

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

計　画　額

0

計　画　額

2,669,760

予算計上額

予算額は消費税
増税分が増と
なった。

大幅な改修無し
と見込み、改修
業務委託を計上
していない

前年度同額前年度同額

予算どおりの執
行

H26.11にHPの再
構築を開始し、
H27.3にリ
ニューアル公開

病院PR動画制作
費の支出減によ
る

HP管理委託464
千円

予算どおりの執
行

ほぼ予算どおり
の執行



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 50 50 50 70 70 100 100 100 100

実績値 45 34 35 51 60 323 340 172 336

計画値 80,000 80,000 80,000 80,000 90,000 90,000 100,000 100,000 100,000

実績値 86,700 78,279 158,456 191,394 174,997 192,039 228,487 254,114 305,948

あまり達成されていない ほぼ達成されている 達成されている

あまり上がってい
ない

少し上がっている 上がっている

少し上がっている 上がっている

総合評価 問題がある 良好である 良好である

自己分析：
コンテンツの更
新内容に関して
は、各部門に依
頼している状況
であるが、部門
への働き掛けを
実施し、コンテ
ンツ更新は実施
できている。な
お、HPを次年度
にリニューアル
予定なので内容
等を充実させア
クセスし易いHP
にして行きた
い。

自己分析：
コンテンツの更
新については各
部門に依頼し最
新情報に更新す
るよう働きかけ
を強化する必要
がある。また、
ＨＰはコンテン
ツの追加・増設
により配置等の
統一性に欠け、
分かりづらく
なったため、専
門業者によりリ
ユーアルし、見
栄え・内容・ア
クセスしやすい
ＨＰとなった。

自己分析：
コンテンツの更
新については、
各部門に依頼し
最新情報にする
よう働きかけを
強化する必要が
ある。掲載内容
の方法がPDFに
よる方法に偏っ
ていたため、掲
載内容によって
は独自のページ
を作成するなど
してアクセス利
用者の拡大を図
る。

判断理由：
コンテンツの更
新については、
各部門に最新情
報とするよう働
きかけを強化
し、ＨＰはリ
ニューアルした
もののアクセス
数が伸びていな
いため更なる工
夫が必要と考え
る。

自己分析：
HPのリニューア
ルによりスマー
トフォン対応化
と閲覧環境の改
善を図ることが
できた。また、
動画を用いた診
療PR動画を外部
業者に製作依頼
し、掲載するこ
とができた。し
かし、年間アク
セス数は前年度
並みに止まった

自己分析：
年間アクセス件
数が前年度を下
回る結果となっ
た。アクセス数
回復のため、
トップページの
改修や見直しが
必要である。ま
た、看護部・臨
床研修医サイト
のトピックス掲
載数を増やすこ
とや、看護専門
学校のコンテン
ツ追加などで、
医療関係者・学
生への情報提供
を充実させる必
要がある

判断理由：
HPのリニューア
ルにより、看護
部及び研修医サ
イトを新たに作
成したことに伴
い、看護師募
集・研修医募集
等に関して有効
であった

自己分析：
年間アクセス件
数が前年度を大
幅に上回る結果
となった。HP担
当係が企画係と
なり、院内にア
ンテナを巡ら
せ、病院行事の
様子をこまめに
掲載したことも
増加した一要因
と分析する。

自己分析：
年間アクセス件
数が前年度を大
幅に上回り、20
万回を大きく超
える結果となっ
た。昨年に引き
続き、診療内容
の定期的更新や
（年1回、全
院）病院行事の
様子をこまめに
掲載したことも
増加した一要因
と分析する。

自己分析：
年間アクセス件
数が前年度を大
幅に上回った。
診療内容や行事
等の定期的な更
新や新型コロナ
ウイルス感染症
に関連した対応
等を掲載したこ
とが増加した要
因と分析する。

自己分析：
年間アクセス件
数が前年度を大
幅に上回り、30
万回を超える結
果となった。
診療内容や行事
等の定期的な更
新や新型コロナ
ウイルス感染症
に関連した対応
等を掲載したこ
とが増加した要
因と分析する。

判断理由：
計画初年度から
3倍弱のアクセ
ス数となり、一
定程度の到達と
認識している。
今後、どの程度
アクセス数が伸
びるか未知数で
あり（伸びない
可能性も否定で
きない）、現在
のアクセス数を
維持できればと
考えている。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続
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指標名：コンテンツ更新

50

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標 成果指標１

（単位/件　）

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
 HPの内容について、市民や患者を対象とした病院行事や市民講座の
開催のお知らせを今後、積極的に掲載する。

活動指標１（「手段」をもとに設定）

成果指標１（「成果」をもとに設定）

指標の求め方：年間更新数

指標名：アクセス数

評
価
内
容

H28：
これまで以上、地域住民・学生・医療関係者等に対し、最新の情報
をいち早く提供し、コンテンツの更新については、管理体制を強化
し充実を図る。

指標の求め方：年間アクセス数

活動指標１
（単位/回　）

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

80,000

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

自己分析：
更新回数を増や
したことがアク
セス数の増加に
つながってい
る。しかし現HP
構成では医療関
係者や医学生・
看護学生に対す
る情報提供の不
足と問い合わせ
フォーム未設定
のため利用者の
期待に応えられ
ていない。来年
度から新HPにな
るため問題は解
消されていくと
期待している

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

事業の効率性
(事業費に対する成果)

H30：
ホームページは有用な情報発信手段として今後も管理運営体制を維持していく。ただし、ホームページ
を見ない層には無力である。(対処方法はない）

191,262



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外 第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

1,100,000 1,100,000 1,100,000 3,300,000 1,188,000 1,188,000 3,564,000 796,000 796,000 796,000 796,000 3,184,000 10,048,000

1,100,000 1,100,000 1,000,000 3,200,000 1,188,000 1,248,000 3,624,000 796,000 745,000 745,000 801,000 3,087,000 9,911,000

976,500 1,029,000 1,039,500 3,045,000 1,188,000 723,600 3,099,600 731,268 817,668 800,280 786,500 3,135,716 9,280,316

1,100,000 1,100,000 1,100,000 3,300,000 1,188,000 1,188,000 3,564,000 796,000 796,000 796,000 796,000 3,184,000 10,048,000

1,100,000 1,100,000 1,000,000 3,200,000 1,188,000 1,248,000 3,624,000 796,000 745,000 745,000 801,000 3,087,000 9,911,000

976,500 1,029,000 1,039,500 3,045,000 1,188,000 723,600 3,099,600 731,268 817,668 800,280 786,500 3,135,716 9,280,316

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

目的
(何のために実施する
のか）

当院の診療科情報、取組み情報、治療情報「病気のお話」などを発信し、患者さまに選ばれる病院を目指すとともに、
患者サービスの向上を図り、患者さまとの情報共有を進めることのより、良質の医療・安心と信頼の医療を提供する。

年4回「春・夏・秋・冬」の発刊。
医事課窓口、総合案内、交流センター「ゆう」、公民館への配置及び市内町内会への配布（回覧依頼）。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

病院へ来院された方並びに砂川市民
当院に関わる医療情報を発信することにより、読者が受診先を選択する上での参考になり、患者さまに選ばれる病院とな
ることが出来る。また、様々な情報を発信することにより、読者並びに砂川市民と情報共有することができ、地域に根ざ
し・地域に愛され・身近で開かれた病院となることが出来る。

市立病院経営企画課企画係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 広報誌「ひまわり」発刊事業 平成　15　年度　～　　　―　年度

事業性質区分 新規・継続 2－6－3

第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

第３次実施４カ年計画第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画

入札による減

実績との比較
（増減理由）

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移

印刷製本費

1,188,000

予算計上額

国 費 計　画　額

実　績　額

計　画　額道 費

地 方 債 計　画　額

実　績　額

予算計上額

計　画　額

1,188,000

1,188,000

予算計上額

そ の 他

予算計上額

実　績　額

印刷製本費 印刷製本費

実　績　額 1,188,000

印刷製本費印刷製本費印刷製本費

実　績　額

計　画　額

予算計上額

事 業 費 合計

印刷製本費
65円×11,190部
＋消費税

印刷製本費
61円×11,300部
＋消費税

印刷製本費
61円×11,300部
＋消費税

印刷製本費
67円×11,000部
＋消費税

同額一冊当たりの単
価の増により増
額

単価減・部数増
（単価110円→67
円、冊数10,000部
→11,000部

実　績　額

一 般 財 源 計　画　額 1,188,000

見積り合せの結
果減額につな
がった

予算計上額 1,188,000

事業費予算の
内容

単価減・部数増
（単価67円→61
円、冊数11,000
部→11,300部

1冊あたりの単
価の減少による
減額（65円）

1冊あたりの単
価の減少による
減額（61円）

一冊当たりの単
価の増により増
額

単価は変わらな
いが、500部増
刷予定のため

一冊当たりの単
価の減により減
額

予算同額執行 発行部数
11,190冊→
11,000冊とした
ことによる減額

単価増・部数減（単
価61円→65円）、冊
数11,300部→11,190
部）消費税増税分

同額
前年度予算と

の比較
（増減理由）

一冊当たりの単
価の増により増
額

前年度同額

一冊当たりの単
価の増により増
額

1冊あたりの単
価の増加による
増額（67円）

一冊当たりの単
価の増により増
額



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 10,000 10,000 10,000 11,000 11,000 12,000 12,000 12,000 12,000

実績値 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 11,300 11,300 11,300 11,000

計画値 3 3 3 5 5 7 7 7 7

実績値 4 4 5 6 6 25 27 27 27

達成されている ほぼ達成されている ほぼ達成されている

上がっている 変わらない 変わらない

上がっている 変わらない 変わらない

総合評価 良好である 良好である 良好である

自己分析：
年4回「春・
夏・秋・冬」の
定期発行を行
え、発行部数に
ついても当初の
計画通り実施で
きた。また、院
外の設置場所に
ついても増設す
ることができ
た。

自己分析：
前年同様評価

自己分析：
院外の設置は市
内の公共施設を
中心に配置して
きたが、今後中
空知の地域医療
連携病院に配置
して、より多く
の方、より広い
地域の方にも当
院の診療及び医
療情報を提供し
ていく必要があ
る。

判断理由：
年4回「春・
夏・秋・冬」の
定期発行が出
来、発行部数に
ついても当初の
計画通り実施で
きた。更には院
外の設置場所に
ついても増設す
ることができ
た。また、広報
紙の内容につい
ても充実されて
きている。

自己分析：
春号は年度の初
めで、医師の入
れ替わり時期と
いうこともあ
り、在庫切れが
発生した。冬号
は新年号という
位置づけである
ため好評であっ
た。

自己分析：
市内の金融機関
の他、市外（中
空知）の一部金
融機関にも配置
した。今後は設
置できていない
各種機関への配
置を行い、病院
情報を発信した
いと考えている

判断理由：
単価のアップに
より予定通りの
増刷はできな
かったが、年4
回の定期発行が
できた。

自己分析：
平成29年度末現
在、院外では
25ヶ所の設置と
なった。発行部
数は計画値には
届いていないも
のの、院内での
配置場所の工夫
等を行い、「手
にとってもらえ
る」状況を作り
出している。

自己分析：
院外では27ヶ所
の設置となっ
た。この他に、
H30年度は市内
町内会長（86
件）、ジョブス
タ応援企業（30
件）に毎号送付
することし、読
む機会の拡大を
図り好評を得て
いる。

自己分析：
院外設置個所は
前年度同様。令
和元年度から新
たに13団体と砂
川高校、市内小
中学校7校に毎
号送付すること
とし、より多く
の地域住民等に
読む機会の拡大
を図り好評を得
ている。

自己分析：
院外設置個所は
前年度同様。令
和2年度から新
たに介護施設や
デイサービス事
業所等（16件）
に毎号送付する
こととし、より
多くの地域住民
等に読む機会の
拡大を図り好評
を得ている。

判断理由：
発刊前には広報
誌委員会を開催
し、それぞれの
時期に合った
「病気の話」や
「忘れられない
看護エピソー
ド」など、記事
の内容も好評を
得ている。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

指標名：発行部数

6

5

指標の求め方：年間発行部数

自己分析：
院内のほか院外
の設置は、市内
公共施設、公共
交通機関、地域
の医療機関・調
剤薬局、金融機
関に配置するな
どして、より多
くの方、より広
い地域の方にも
当院の診療及び
医療に関する情
報を届けること
ができた。設置
場所を当初の3
箇所から6箇所
に増やすことが
できた

H30：
情報発信は重要である。発行部数は指標に達していないものの、設置場所数は大幅に増加させた。ま
た、新たな取組として町内会長（町内会での回覧は会長の任意）、ジョブスタ応援企業に毎号送付し、
読んでもらえる環境を拡大しながら、記事についても時事的な要素を取り入れ、マンネリ化しないよう
編集を行いたい。

H28：
地域の基幹病院であるため、今後も掲載内容等の見直しを図り、こ
れまで同様に病院情報、医療情報を地域住民に発信する。

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

成果指標１
（単位/箇所）

事業の効率性
(事業費に対する成果)

H25：
発行部数及び設置場所数においても指標に達しており成果が得られ
ている。今後も内容がマンネリ化せず、様々な医療情報を発信し開
かれた病院を目指す。

指
標

活動指標１
（単位/部　）

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

活動指標１（「手段」をもとに設定）

11,000

10,000

指標名：設置場所数 指標の求め方：施設外設置場所数成果指標１（「成果」をもとに設定）


